
令
和
２
年
度
法
科
大
学
院
関
係
状
況
調
査
に
つ
い
て
〔
参
考
資
料
〕

Ⅰ
.
法
学
未
修
者
、
社
会
人
教
育
に
関
す
る
調
査

Ⅰ
.
法
学
未
修
者
，
社
会
人
教
育
に
関
す
る
調
査

〔
新
規
〕

Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
）

〔
新
規
〕

Ⅲ
.
補
助
教
員
の
活
用
に
関
す
る
調
査

〔
新
規
〕

調
査

対
象

：
募

集
継

続
校

35
校

を
集

計
(一

部
調

査
は

、
全

法
科

大
学

院
45

校
に

照
会

し
て

い
る

が
、

こ
の

概
要

版
で

は
募

集
継

続
校

に
限

定
）

調
査

基
準

日
：

令
和

2年
3月

31
日

、
4月

1日
現

在

※
こ

の
資

料
は

、
令

和
２

年
度

法
科

大
学

院
関

係
状

況
調

査
の

う
ち

、
上

記
３

つ
に

関
し

て
各

法
科

大
学

院
か

ら
の

回
答

を
概

要
と

し
て

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

（
１
）
働
き
な
が
ら
学
修
で
き
る
環
境
の
整
備

■
働
き
な
が
ら
学
修
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
よ
り
多
く
の
多
様
な
経
験
を
有
す
る
優
秀
な
社
会
人
学
生
の
法
科
大
学
院
へ
の
入
学
を
促
進
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
方
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
能
）

■
実
際
に
長
期
履
修
制
度
を
活
用
し
て
い
る
学
生
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い

6

1
3

2
8

2

昼
夜
開
講
制
・
夜
間
コ
ー
ス
の
設
定

長
期
履
修
制
度
の
実
施

入
学
前
に
法
的
知
識
・
考
え
方
な
ど
を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
（
見
学
会
含
む
）

そ
の
他

校

3

4

5
年

4
年

筑
波
大
学
、
九
州
大
学
、
日
本
大
学
、
関
西
大
学

琉
球
大
学
、
駒
澤
大
学
、
福
岡
大
学

該
当
学
生
の
人
数

平
均
履
修
期
間

校

校

校

合
計
４
３
人
（
７
校
）

校

校

う
ち
、
夜
間
と
休
日
で
の
単
位
の
取
得
が
可
能
な
コ
ー
ス
を

導
入
し
て
い
る
法
科
大
学
院
は
、
４
校
。

（
筑
波
大
学
、
琉
球
大
学
、
日
本
大
学
、
福
岡
大
学
）

※
令
和
元
年
度
公
的
支
援
見
直
し
強
化
・
加
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
書
よ
り

4
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Ⅰ
.
法
学
未
修
者
、
社
会
人
教
育
に
関
す
る
調
査

（
２
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
方
法
等
に
お
け
る
工
夫

■
１
年
次
に
論
述
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
科
目
を
開
設
し
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
能
）

1
6

1
9

2

事
例
分
析

法
文
書
の
作
成

そ
の
他

■
司
法
試
験
問
題
を
活
用
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
か

■
未
修
１
年
次
の
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
を
3
6
単
位
か
ら
4
4
単
位
を
上
限
と
し
て
拡
大
し
て
い
ま
す
か

■
法
科
大
学
院
の
法
律
基
本
科
目
と
学
部
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
科
目
の
共
同
開
講
を
実
施
し
て
い
ま
す
か

行
っ
て
い
る
：

25
校
、

71
.4

%
行
っ
て
い
な
い
：

10
校
、

28
.6

%

4

3 3

2

6

1

1
6

4
4
単
位

4
2
単
位

4
0
単
位

3
9
単
位

3
8
単
位

3
7
単
位

3
6
以
下

実
施
し
て
い
る
：

6校
、

17
.1

%
実
施
し
て
い
な
い
：

29
校
、

82
.9

%

■
複
数
の
法
科
大
学
院
が
連
携
し
て
未
修
者
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
か

実
施
し
て
い
る
：

6校
、

17
.1

%

校

校

校

校

校 校

校

校

校

校

実
施
し
て
い
な
い
：

29
校
、

82
.9

%

（
参

考
）

「
法

学
未

修
者

に
対

す
る

法
律

基
本

科
目

の
指

導
の

充
実

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
（

２
６

文
科

高
第

３
９

３
号

，
平

成
２

６
年

８
月

１
１

日
）

・
法

学
未

修
者

を
対

象
と

し
て

法
律

基
本

科
目

の
単

位
数

を
増

加
さ

せ
た

場
合

に
，

法
学

既
修

者
が

３
０

単
位

を
超

え
て

修
得

し
た

も
の

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

単
位

数
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

１
年

次
に

お
い

て
６

単
位

ま
で

認
め

ら
れ

て
い

た
も

の
を

，
１

年
次

と
２

年
次

で
合

わ
せ

て
１

０
単

位
程

度
に

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
，

２
年

次
も

含
め

て
，

法
律

基
本

科
目

の
学

修
の

た
め

で
あ

れ
ば

，
４

４
単

位
程

度
ま

で
履

修
の

上
限

の
適

切
な

範
囲

内
で

あ
る

と
し

た
。

・
十

分
な

実
務

経
験

を
有

す
る

者
に

つ
い

て
，

相
当

す
る

展
開

・
先

端
科

目
に

代
え

て
法

律
基

本
科

目
を

２
～

４
単

位
程

度
履

修
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
と

し
た

。

1
9校

5



Ⅰ
.
法
学
未
修
者
、
社
会
人
教
育
に
関
す
る
調
査

（
３
）
正
規
の
教
育
課
程
外
の
支
援

（
４
）
修
了
後
の
支
援

■
１
年
次
に
法
曹
と
交
流
す
る
機
会
や
，
法
曹
の
実
務
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
実
務
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
か

■
法
学
未
修
者
１
年
次
の
自
学
自
習
を
支
援
す
る
体
制
の
充
実
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
能
）

3
5

2
1

1
1

1
3

7

法
科
大
学
院
の
教
員
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
／
学
生
面
談
な
ど
に
お
け
る
学
修
指
導

上
級
年
次
の
法
科
大
学
院
生
や
修
了
者
に
よ
る
メ
ン
タ
ー
な
い
し
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

未
修
者
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
学
修
サ
ポ
ー
ト
懇
談
会
の
実
施

そ
の
他

校

校

設
け
て
い
る
：

30
校
、

85
.7

%
設
け
て
い
な
い

：
5校
、

14
.3

%

3
4

1
6

3
1

2
4

2
7

1
9

2
9

6

0

自
習
室
の
提
供

学
生
と
し
て
の
身
分
の
提
供

司
法
試
験
に
関
す
る
情
報
提
供

司
法
試
験
合
格
者
・
補
助
教
員

等
に
よ
る
指
導

教
員
へ
の
質
問
機
会
の
提
供

進
路
指
導

就
職
情
報
の
提
供

そ
の
他

特
段
行
っ
て
い
な
い

校

校

校

校

校

校

校

■
修
了
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
能
）

校

校

校

校

校

6



2 2 2 

1 1 1 

23
 

28
 

27
 

21
 22

 23
 

1 1 

6 

2 

5 

5 

9 

8 

2 2 

2 

1 

6 

5 

4 

1 

1 

8 

4 4 

9 

10
 

12
 13

 

16
 

15
 

32
 

32
 31

 

33
 

28
 

29
 

2 

4 

2 

1 

22
 21

 

21
 20

 

17
 

18
 

2 2 2 2 2 2 

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

※
注

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

上
旬

ま
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

中
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

中
旬

か
ら

５
月

下
旬

ま
で

（
１
）
同
時
双
方
向
型
に
よ
る
遠
隔
授
業
の
実
施

ほ
と

ん
ど

の
科

目
で

実
施

,
多

く
の

科
目

で
実

施
,

一
部

の
科

目
で

実
施

,
ほ

と
ん

ど
実

施
し

な
い

,
未

定
主
た
る
遠
隔
授
業
の
方
法
と
し
て
実
施

■
授
業
に
つ
い
て
IC
T
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

5.
7%

5.
7%

5.
7%

2.
9%

2.
9%

2.
9%

65
.7

%

80
.0

%

77
.1

%

60
.0

%

62
.9

%

65
.7

%

2.
9%

2.
9%

17
.1

%

5.
7% 14

.3
%

14
.3

%

25
.7

%

22
.9

%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

2.
9%

17
.1

%

14
.3

%

11
.4

%

2.
9%

2.
9%

22
.9

%

11
.4

%

11
.4

%

25
.7

%

28
.6

%

34
.3

%

37
.1

%

45
.7

%

42
.9

%

91
.4

%

91
.4

%

88
.6

%

94
.3

%

80
.0

%

82
.9

%

5.
7%

11
.4

%

5.
7% 2.

9%

62
.9

%

60
.0

%

60
.0

%

57
.1

%

48
.6

%

51
.4

%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス

感
染
症

拡
大
前

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス

感
染
症

対
策
中

ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
期

8.
6%

8.
6%

5.
8%

11
.4
%

20
.0
%

17
.2
%

10
0%

10
0%

97
.2
%

88
.6
%

94
.3
%

94
.3
%

31
.4
% 34
.3
%

34
.3
% 37
.1
%

42
.9
%45
.7
%

赤
字

で
示

す
割

合
は

、
ほ

と
ん

ど
の

科
目

で
実

施
、

多
く

の
科

目
で

実
施

、
一

部
の

科
目

で
実

施
の

割
合

を
合

計
し

た
も

の

校
校

校 校

校

校

校

校

校 校

校

校

校

校 校

校

校

校

校

校

校

校

校

校
校

校

校

校
校

校
校

校

校
校

校

校
校 校

校

校 校 校 校 校 校

校校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校 校
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Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

※
注

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

上
旬

ま
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

中
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

中
旬

か
ら

５
月

下
旬

ま
で

（
１
）
同
時
双
方
向
型
に
よ
る
遠
隔
授
業
の
実
施

主
た
る
遠
隔
授
業
の
方
法
と
し
て
実
施

悪
い
点

良
い
点

・
社

会
人

学
生

が
授

業
に

参
加

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

対
面

よ
り

も
質

問
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
る

・
教

員
と

学
生

一
人

の
双

方
向

の
質

疑
応

答
を

他
の

学
生

が
聞

き
な

が
ら

学
習

す
る

と
と

も
に

、
ラ

イ
バ

ル
意

識
を

得
る

こ
と

も
あ

り
、

積
極

的
な

学
習

環
境

が
で

き
あ

が
り

つ
つ

あ
る

・
パ

ソ
コ

ン
上

で
行

う
こ

と
か

ら
、

レ
ポ

ー
ト

や
テ

ス
ト

に
つ

い
て

採
点

や
確

認
が

速
や

か
に

出
来

て
、

学
生

も
教

員
も

理
解

度
の

把
握

が
容

易
で

あ
る

・
対

面
授

業
と

比
較

し
て

議
論

が
し

に
く

い
・

教
員

と
の

間
や

学
生

間
で

人
間

関
係

を
構

築
し

に
く

い
・

授
業

の
準

備
に

時
間

が
か

か
る

・
授

業
実

施
の

ノ
ウ

ハ
ウ

が
足

り
な

い
・

出
席

態
度

に
つ

い
て

は
、

対
面

よ
り

確
認

し
づ

ら
い

・
通

信
環

境
や

機
器

の
違

い
に

よ
っ

て
学

生
の

受
講

状
況

や
受

講
深

度
に

看
過

で
き

な
い

格
差

が
生

ま
れ

る
・

学
生

側
の

緊
張

感
も

乏
し

く
な

り
が

ち
で

あ
る

工
夫
し
て
い
る
点

・
画

面
の

キ
ャ

プ
シ

ョ
ン

禁
止

を
徹

底
す

る
こ

と
で

、
著

作
権

侵
害

の
発

生
を

防
止

・
学

生
が

カ
メ

ラ
を

オ
フ

に
す

る
こ

と
を

許
可

し
て

お
り

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
等

へ
の

配
慮

に
努

め
て

い
る

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
機

能
を

用
い

る
こ

と
で

、
学

生
間

の
活

発
な

議
論

を
促

進
し

た
・

授
業

の
冒

頭
に

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
の

時
間

、
授

業
終

了
後

に
雑

談
（

任
意

参
加

）
の

時
間

を
設

け
て

い
る

・
課

題
や

小
テ

ス
ト

、
同

時
双

方
向

の
場

合
の

口
頭

試
問

な
ど

を
通

じ
て

、
理

解
を

確
認

・
授

業
日

の
翌

日
ま

で
の

答
案

提
出

を
出

席
要

件
と

す
る

こ
と

で
、

学
修

ペ
ー

ス
が

一
定

に
な

る
よ

う
に

配
慮

・
複

数
の

科
目

で
配

信
時

間
が

重
複

し
な

い
よ

う
考

慮
し

て
い

る

8



10
 

9 9 9 

7 7 

1 1 1 1 

5 

2 

3 

6 

6 6 

1 

2 

10
 

7 

6 

7 

9 9 

8 

9 

9 

8 

10
 

10
 

10
 

17
 

17
 

13
 

13
 

13
 

23
 22

 

24
 

24
 

22
 

22
 

2 2 2 2 2 2 

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

28
.6

%

25
.7

%

25
.7

%

25
.7

%

20
.0

%

20
.0

%

2.
9%

2.
9%

2.
9%

2.
9%

14
.3

%

5.
7% 8.

6%

17
.1

%

17
.1

%

17
.1

%

2.
9%

5.
7%

28
.6

%

20
.0

%

17
.1

%

20
.0

%

25
.7

%

25
.7

%

22
.9

%

25
.7

%

25
.7

%

22
.9

% 28
.6

%

28
.6

%

28
.6

%

48
.6

%

48
.6

%

37
.1

%

37
.1

%

37
.1

%

65
.7

%

62
.9

%

68
.6

%

68
.6

% 62
.9

%

62
.9

%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

5.
7%

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

法
律
基
本
科
目
（
基
礎
）

法
律
基
本
科
目
（
応
用
）

法
律
実
務
基
礎
科
目

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

展
開
・
先
端
科
目

う
ち
選
択
科
目

Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

※
注

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

上
旬

ま
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

中
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

中
旬

か
ら

５
月

下
旬

ま
で

ほ
と

ん
ど

の
科

目
で

実
施

,
多

く
の

科
目

で
実

施
,

一
部

の
科

目
で

実
施

,
ほ

と
ん

ど
実

施
し

な
い

,
未

定
主
た
る
遠
隔
授
業
の
方
法
と
し
て
実
施

■
授
業
に
つ
い
て
IC
T
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス

感
染
症

拡
大
前

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス

感
染
症

対
策
中

ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
期

（
２
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
動
画
の
配
信
・
活
用

71
.4
%

51
.4
%

51
.4
%

62
.8
%

62
.8
%

62
.8
%

25
.8
%

31
.5
%

31
.5
%

オ
ン

デ
マ

ン
ド

方
式

の
授

業
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
法

科
大

学
院

で
は

行
わ

れ
て

い
な

い

赤
字

で
示

す
割

合
は

、
ほ

と
ん

ど
の

科
目

で
実

施
、

多
く

の
科

目
で

実
施

、
一

部
の

科
目

で
実

施
の

割
合

を
合

計
し

た
も

の

31
.4
%

25
.7
%28
.7
%

校

校 校 校

校 校

校
校

校
校

校
校

校
校

校
校

校
校

校校校

校校

校

校

校

校 校

校 校

校

校

校
校

校

校

校
校

校 校

校 校

校 校 校 校 校 校
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・
社

会
人

学
生

が
授

業
に

参
加

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

知
識

を
効

率
的

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
・

授
業

時
間

外
の

学
修

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

・
学

生
に

と
っ

て
時

間
管

理
が

柔
軟

に
行

え
る

・
遠

距
離

通
学

の
学

生
に

と
っ

て
時

間
的

な
負

担
が

少
な

い
・

少
々

の
体

調
不

良
時

で
も

授
業

に
出

席
す

る
こ

と
が

で
き

る

Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

※
注

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

上
旬

ま
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

中
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

中
旬

か
ら

５
月

下
旬

ま
で

（
２
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
動
画
の
配
信
・
活
用

良
い
点

悪
い
点

・
対

面
授

業
と

比
較

し
て

議
論

が
し

に
く

い
・

学
生

の
学

修
の

進
捗

を
把

握
し

に
く

い
・

教
員

と
の

間
や

学
生

間
で

人
間

関
係

を
構

築
し

に
く

い
・

授
業

の
準

備
に

時
間

が
か

か
る

（
講

義
音

声
の

収
録

が
読

み
上

げ
原

稿
に

近
い

も
の

を
作

成
し

て
行

っ
て

い
る

た
め

）
・

授
業

実
施

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

足
り

な
い

・
教

員
の

自
己

満
足

や
受

講
生

へ
の

一
方

的
な

情
報

提
供

過
多

に
陥

り
易

く
な

る
可

能
性

が
あ

る

工
夫
し
て
い
る
点

・
ひ

と
つ

の
動

画
フ

ァ
イ

ル
が

長
時

間
に

な
り

す
ぎ

な
い

よ
う

配
慮

・
掲

示
板

の
活

用
の

ほ
か

、
学

生
が

メ
ー

ル
で

い
つ

で
も

質
問

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

・
授

業
外

の
時

間
で

質
疑

応
答

の
機

会
を

Zo
om

で
開

催
・

教
務

委
員

会
か

ら
著

作
権

の
問

題
に

つ
い

て
、

注
意

喚
起

・
対

面
授

業
の

課
題

や
小

テ
ス

ト
を

、
シ

ラ
バ

ス
シ

ス
テ

ム
や

メ
ー

ル
を

通
じ

て
行

っ
て

い
る

・
講

義
ご

と
に

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
記

載
を

求
め

、
記

載
内

容
に

応
じ

て
、

平
常

点
評

価
の

対
象

と
し

て
い

る
。

な
お

、
そ

の
評

価
基

準
も

事
前

に
学

生
に

示
し

て
い

る
・

中
間

試
験

を
実

施
し

、
学

生
の

理
解

度
を

確
認

・
授

業
方

法
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
・

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

た
め

の
FD

の
実

施
・

学
生

全
員

に
対

し
定

期
面

談
を

行
う

・
良

好
答

案
を

配
信

す
る

取
扱

い
を

し
て

い
る

・
自

宅
起

案
の

問
題

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
期

末
試

験
の

問
題

を
ア

レ
ン

ジ
す

る
形

で
、

主
任

の
教

員
が

作
問

・
授

業
の

質
の

向
上

に
は

役
立

っ
て

い
る

10



1 

5 

1 
1 

6 

8 

34
 

24
 

23
 

2 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

2.
9%

14
.3

%

2.
9%

2.
9%

17
.1

%

22
.9

%

97
.1

%

68
.6

%

65
.7

%
5.

7%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

ほ
と

ん
ど

の
科

目
で

実
施

,
多

く
の

科
目

で
実

施
,

一
部

の
科

目
で

実
施

,
ほ

と
ん

ど
実

施
し

な
い

,
未

定

6

14

5

1

4

3

1

4

11

27

13

14
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

17
.1
%

40
.0
%

14
.3
%

2.
9%

11
.4
%

8.
6%

2.
9%

11
.4
%

31
.4
%

77
.1
%

37
.1
%

40
.0
%

5.
7%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

4 

5 

2 
1 

7 11
 

31
 

23
 

19
 

2 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

※
注

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

前
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

上
旬

ま
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

中
：

お
お

む
ね

令
和

２
年

４
月

中
旬

か
ら

５
月

下
旬

ま
で

（
２
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
動
画
の
配
信
・
活
用

授
業
時
間
中
の
教
材

予
習
用
教
材

欠
席
者
や
復
習
の
た
め
の
補
助
教
材

■
授
業
に
つ
い
て
IC
T
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
（
※
法
学
基
本
科
目
（
基
礎
）
の
デ
ー
タ
の
み
を
抽
出
し
て
比
較
）

2.
9%

28
.7
%31
.4
%

11
.4
%

40
.0
%

34
.3
%

22
.9
%

62
.8
%

54
.3
%

11
.4
%

14
.3
%

5.
7%

2.
9%

20
.0
%

31
.4
%

88
.6
%

65
.7
%

54
.3
%

5.
7%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

赤
字

の
％

は
、

ほ
と

ん
ど

の
科

目
で

実
施

、
多

く
の

科
目

で
実

施
、

一
部

の
科

目
で

実
施

の
割

合
を

合
計

し
た

も
の

。

11
.4
%

34
.3
%

40
.0
%

校
校

校
校

校
校

校
校

校
校

校
校

校

校
校

校
校

校 校
校

校
校

校 校
校

校
校

校

校
校

校
校

校
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Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

（
３
）
十
分
な
通
信
環
境
を
持
た
な
い
学
生
に
対
す
る
配
慮

2
9

2
7

1
6

9

1
5

6

・
授
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
，
デ
ー
タ
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
工
夫
を
行
う

・
P
C
や
ル
ー
タ
ー
等
を
貸
与
す
る

・
P
C
や
ル
ー
タ
ー
等
の
購
入
費
用
を
支
援
し
た
り
，
割
引
価
格
で
購
入
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
通
信
費
を
支
援
す
る

・
大
学
等
の
教
室
や
P
C
ル
ー
ム
を
開
放
す
る

・
そ
の
他

24
2

35
87

必
要
と
し
た

し
な
い

6
.７
%

■
十
分
な
通
信
環
境
を
持
た
な
い
学
生
に
対
し
て
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
能
）

■
授
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
，
十
分
な
通
信
環
境
を
持
た
ず
，
何
ら
か
の
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と
し
た
学
生
は
ど
の
く
ら
い
い
ま
し
た
か
。

校

校

校

校

校

校

人

人
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Ⅱ
.
教
育
実
施
状
況
（

IC
Tの
活
用
状
況
）
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
後
の
状
況
を
比
較
）

（
４
）
実
習
を
主
た
る
内
容
と
す
る
科
目
（
模
擬
裁
判
等
）
に
つ
い
て

（
５
）
定
期
試
験
や
入
学
試
験
へ
の
対
応

・
対

面
式

で
実

施
す

る
予

定
・

時
期

を
ず

ら
し

て
実

施
す

る
・

実
施

日
程

の
削

減
・

弁
護

士
業

務
を

含
め

W
eb

会
議

の
利

用
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

、
民

事
裁

判
の

IT
化

が
始

ま
っ

た
こ

と
も

ふ
ま

え
、

遠
隔

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

学
ぶ

こ
と

を
今

年
度

の
本

授
業

の
主

眼
に

し
よ

う
と

発
想

を
切

り
替

え
た

・
複

数
の

部
屋

や
屋

外
で

実
施

す
る

方
向

で
検

討
・

模
擬

裁
判

に
つ

い
て

は
、

Zo
om

な
ど

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

を
用

い
て

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

の
機

会
を

設
け

つ
つ

、
同

時
双

方
向

型
の

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
と

し
て

実
施

し
て

い
る

。

・
大

講
義

室
を

使
用

し
、

座
席

間
隔

を
十

分
に

空
け

て
実

施
す

る
・

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
（

レ
ポ

ー
ト

試
験

）
と

す
る

。
・

試
験

（
筆

記
試

験
）

は
禁

止
し

、
代

替
を

原
則

と
し

て
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

と
す

る
・

試
験

実
施

中
は

カ
メ

ラ
を

オ
ン

に
し

映
像

で
も

確
認

す
る

こ
と

等
を

検
討

・
作

問
の

工
夫

（
他

人
に

訊
い

て
も

な
か

な
か

答
え

ら
れ

な
い

よ
う

な
出

題
）

、
出

題
順

序
の

入
替

え
、

出
題

数
値

の
変

更
・

試
験

中
の

Zo
om

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

監
督

、
手

書
き

答
案

作
成

・
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

本
人

認
証

を
し

て
い

る

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
実
習
を
主
た
る
内
容
と
す
る
科
目
（
模
擬
裁
判
、
ロ
ー
ヤ
リ
ン
グ
、
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
エ
ク
ス

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
）
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
（
自
由
記
述
）

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
定
期
試
験
（
筆
記
試
験
）
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
か

（
自
由
記
述
）

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
入
学
試
験
や
既
修
者
認
定
試
験
（
筆
記
試
験
や
面
接
試
験
）
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
か

（
自
由
記
述
）

・
筆

記
試

験
を

簡
略

化
・

筆
記

試
験

実
施

を
延

期
・

面
接

試
験

の
み

遠
隔

・
試

験
会

場
（

教
室

）
を

例
年

よ
り

増
や

し
、

試
験

予
備

日
を

設
定

し
て

お
く
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Ⅲ
.
補
助
教
員

(※
)の
活
用
に
関
す
る
調
査

■
約
9
0
％
以
上
の
法
科
大
学
院
が
補
助
教
員
を
利
用
(3
2
校
)。

※
そ
の
他
の
3
校
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
定
義
に
は
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、
実
態
と
し
て
は
、
助
教
や
地
域
の

弁
護
士
会
が
主
体
と
な
っ
て
学
生
の
学
修
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

（
１
）
補
助
教
員
の
活
用

■
授
業
の
補
助
（
1
2
校
）

■
授
業
外
に
お
け
る
指
導

○
ゼ
ミ
等
の
実
施
（
2
5
校
）

○
法
律
に
関
す
る
質
問
対
応
（
1
6
校
）

○
学
習
方
法
に
関
す
る
相
談
対
応
（
1
8
校
）

○
進
路
に
関
す
る
相
談
対
応
（
1
1
校
）

○
そ
の
他
（
4
校
）

（
２
）
補
助
教
員
が
行
っ
て
い
る
こ
と
（
複
数
回
答
可
能
）

■
補
助
教
員
と
な
る
若
手
弁
護
士
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。
例
え
ば
、
弁
護
士
会
な
ど
へ
の
積
極
的
な

要
請
が
重
要
。

■
補
助
教
員
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
法
科
大
学
院
執
行
部
（
運
営
委
員
会
）
や
担
当
教
員
と

連
携
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば

・
補
助
教
員
の
中
で
と
り
ま
と
め
役
を
選
出
し
、
法
科
大
学
院
執
行
部
（
運
営
委
員
会
等
）
と
担
当

教
員
と
の
打
合
せ
を
定
期
的
に
行
う
。

（
学
生
の
状
況
、
指
導
の
方
向
性
な
ど
は
、
と
り
ま
と
め
役
の
補
助
教
員
か
ら
全
補
助
教
員
に
情
報

共
有
さ
れ
る
仕
組
み
）

・
教
務
委
員
会
等
が
補
助
教
員
の
ゼ
ミ
で
の
指
導
状
況
な
ど
を
把
握
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。

・
授
業
参
観
や
補
助
教
員
と
担
当
教
員
の
意
見
交
換
会
の
設
定
。

・
学
生
へ
の
指
導
基
準
（
司
法
試
験
問
題
の
指
導
基
準
、
入
学
前
合
格
者
や
修
了
生
へ
の
指
導
基
準

な
ど
）
を
補
助
教
員
に
明
確
に
示
す
。

（
３
）
補
助
教
員
を
活
用
す
る
上
で
の
課
題

３

※
注

○
「
補
助
教
員
」
は
、
法
令
上
明
確
な
定
義
は
な
く
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
「
法
科
大
学
院
の
研
究
指
導
、
授
業
担
当
認
定
を
受
け
て
お
ら

ず
、
授
業
補
助
、
質
問
対
応
、
相
談
対
応
、
ゼ
ミ
で
の
指
導
な
ど
を
行
う
有
給
の
者
」と
定
義
。

○
学
生
や
教
員
を
除
く
、
法
科
大
学
院
修
了
生
、
司
法
修
習
生
、
弁
護
士
等
を
幅
広
く
含
み
、
名
称
も
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
チ
ュ
ー

タ
ー
、
メ
ン
タ
ー
、
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
T
A
な
ど
様
々
で
あ
り
、
授
業
の
補
助
、
学
修
・生
活
相
談
、
課
外
ゼ
ミ
等
の
学
修
支
援
を
実
施
す
る
者

と
し
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

北
海

道
大

学
0

人
50

人
20

人
東

北
大

学
5

人
2

時
間

50
人

15
人

筑
波

大
学

34
人

1.
4

時
間

36
人

26
人

千
葉

大
学

8
人

2
時

間
40

人
15

人
東

京
大

学
31

人
23

0
人

65
人

一
橋

大
学

31
人

1.
5

時
間

85
人

20
人

金
沢

大
学

5
人

2.
4

時
間

15
人

10
人

名
古

屋
大

学
19

人
1.

6
時

間
50

人
25

人
京

都
大

学
13

人
37

.8
時

間
16

0
人

35
人

大
阪

大
学

22
人

1
時

間
80

人
25

人
神

戸
大

学
33

人
3.

7
時

間
80

人
20

人
岡

山
大

学
6

人
4

時
間

24
人

24
人

広
島

大
学

16
人

4
時

間
20

人
0

人
九

州
大

学
9

人
43

時
間

45
人

15
人

琉
球

大
学

11
人

4
時

間
16

人
11

人
東

京
都

立
大

学
0

人
40

人
10

人
大

阪
市

立
大

学
18

人
0.

84
時

間
30

人
10

人
学

習
院

大
学

10
人

3
時

間
30

人
6

人
慶

應
義

塾
大

学
27

人
2.

26
時

間
22

0
人

70
人

駒
澤

大
学

5
人

1
時

間
36

人
24

人
上

智
大

学
31

人
3

時
間

40
人

25
人

専
修

大
学

5
人

3
時

間
28

人
10

人
創

価
大

学
37

人
3

時
間

28
人

13
人

中
央

大
学

58
人

1.
3

時
間

20
0

人
50

人
日

本
大

学
0

人
60

人
20

人
法

政
大

学
4

人
7

時
間

30
人

10
人

明
治

大
学

24
人

8.
1

時
間

40
人

10
人

早
稲

田
大

学
84

人
32

.4
時

間
20

0
人

60
人

愛
知

大
学

10
人

3
時

間
20

人
0

人
南

山
大

学
8

人
0.

75
時

間
20

人
0

人
同

志
社

大
学

41
人

22
.3

時
間

70
人

20
人

立
命

館
大

学
23

人
8.

9
時

間
70

人
20

人
関

西
大

学
75

人
6.

8
時

間
40

人
15

人
関

西
学

院
大

学
41

人
5.

7
時

間
30

人
15

人
福

岡
大

学
6

人
2.

4
時

間
20

人
15

人

大
学

名

補
助

教
員

人
数

一
人

当
た

り
の

１
ヶ

月
の

平
均

労
働

時
間

―

（参
考

）入
学

定
員

う
ち

、
未

修
者

定
員

※
併

願
未

修
、

区
別

な
し

を
含

む

― ―

未
回

答
  

kobayashi-yoshiyuki
テキスト ボックス
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